
 
 
 
 
 
 
 

演習問題 
 
 
 
 
 
 

※症例５、症例６は、多重がん判定も行ってください。 

  採用したルール（肺 等）、判定決定したルール（M●）、 

  判定結果（単発 or 多重）を回答欄に記載してください。 

※登録対象になる症例に対して、各項目の登録内容を 

回答用紙に記載してください。 



＜症例 １＞ 68 歳 男性 

 

【現病歴】 

2023 年7 月初めから舌縁に違和感を自覚。7 月18 日B クリニック受診。舌癌の疑いで当院へ紹介。 

 

【経過】 

2023 年7 月24 日 当院紹介初診。 

 右舌腹～舌縁かけて 25mm 程度の病変を認め、病変部の生検施行。 

2023 年7 月28 日 生検結果 『Squamous cell carcinoma』 

2023 年8 月3 日 頭頸部CT、MRI 施行。 

 腫瘍は 20mm×25mm 径、深達度7mm。右頸部リンパ節に転移と考える 13mm 径の 

 腫大を認める。 

 舌癌で手術、術後化学放射線療法を行う旨、本人と家族に説明された。 

2023 年8 月16 日 手術目的で入院。 

2023 年8 月17 日 舌可動部半側切除術施行。 

2023 年8 月24 日 化学療法開始。 

2023 年9 月6 日 放射線療法開始。 

2023 年9 月15 日 経過良好にて退院。 

 

【病理報告】 

Squamous cell carcinoma, well differentiated 

腫瘍は 30mm×35mm（浸潤径21mm×25mm）、深達度8mm の浸潤がん。舌腹から舌縁に拡がり、 

胞巣状に筋層内へ進展している。断端陰性。 

郭清リンパ節 （4/9、 最大径15mm）：右深頸部リンパ節 2/3、 右顎下リンパ節1/3、 

オトガイリンパ節1/3 
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＜症例 ２＞ 62 歳 男性 

 

【現病歴】 

2023 年6 月29 日鼻閉、頬の違和感を主訴に D 耳鼻咽喉科を受診。 

鼻腔ファイバーにて右鼻腔外側壁にびらん性病変を認めた。症状から副鼻腔腫瘍も疑われ、 

精査目的に当院紹介。 

 

【経過】 

2023 年7 月6 日  当院初診。 

2023 年7 月12 日 頭頸部CT 施行。 

「腫瘍は、5cm×3cm で、右上顎洞から右鼻腔外側壁へ拡がっています。頸部リンパ

節に転移を疑う所見は認めません。」 

2023 年7 月13 日 頭頸部MRI を施行。 

「右上顎洞腫瘍は、右鼻腔外側壁に侵入している。」 

2023 年7 月19 日 画像所見から右上顎洞原発の癌と診断。 

 本人と家族に「上顎洞癌と診断したこと、外科的切除を行い、術後放射線治療を行う」 

 ことを説明。 

2023 年8 月1 日 治療目的に入院。 

2023 年8 月2 日 上顎部分切除術施行。 

2023 年8 月17 日 放射線治療開始。 

2023 年8 月25 日 経過良好の為、退院 

 

【病理報告】 

Squamous cell carcinoma, well differentiated   

右上顎洞を原発とする 5×3×2cm の腫瘍で、右鼻腔外側壁への拡がりが見られます。 

切除断端に腫瘍の露出はなく、郭清したリンパ節に転移を認めません。 
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＜症例 ３＞ 73 歳 女性 

 

【現病歴】 

2023 年6 月6 日右頸部の腫瘤が気になり、B 医院受診。喉頭鏡で下咽頭後壁にびらん性の病変を認め、 

下咽頭癌の疑いで、精査目的に当院紹介。 

 

【経過】 

2023 年6 月16 日 当院初診。 

 右頸部リンパ節に 2cm 径の可動に乏しい腫大を触知。 

 喉頭鏡で、下咽頭後壁から右梨状陥凹にかけて 4cm 径のびらん性病変を 

 認める。声帯には異常を認めない。後壁から生検施行。 

2023 年6 月23 日 頭頸部MRI 施行。後壁から右梨状陥凹にかけて 4×5cm の腫瘍性病変を 

 認める。後壁から食道への進展も認める。 

 左右深頸リンパ節に転移と考える最大径2cm の腫大を複数認める。 

2023 年6 月27 日 生検結果「Squamous cell carcinoma」。 

 後壁原発の下咽頭癌の診断で、頸部リンパ節郭清術後、化学放射線療法を 

 行う旨、本人と家族に説明。 

2023 年7 月11 日 治療目的に入院。 

2023 年7 月12 日 頸部リンパ節郭清術施行。 

2023 年7 月20 日 化学療法開始。 

2023 年7 月28 日 放射線療法開始。 

2023 年8 月10 日 経過良好の為、退院。 

 

【病理報告】 

Squamous cell carcinoma 

頸部郭清リンパ節（5/10、最大径2cm）：左 中・下内深頸リンパ節 1/5、右 中・下内深頸リンパ節 4/5 

郭清されたリンパ節のうち、右 下内深頸リンパ節の 2 個に、被膜外進展を認めた。 
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＜症例 ４＞ 75 歳 男性 

 

【現病歴】 

喉頭の違和感が続くため、2023 年5 月25 日A 耳鼻咽喉科を受診。 喉頭鏡で喉頭入口に潰瘍を伴う 

腫瘤を認め、生検施行。6 月1 日生検結果が Squamous cell carcinoma であったため、喉頭癌の診断で 

加療目的に当院紹介。 

 

【経過】 

2023 年6 月13 日 当院初診。 

 喉頭鏡で、喉頭蓋喉頭面を主部として、右披裂喉頭蓋ひだにかけて、 

30mm 径の潰瘍を伴う腫瘤性病変を認めた。喉頭蓋前面にも拡がっているが、右声帯

に固定を認めます。喉頭蓋から生検施行。 

2023 年6 月19 日 頸部MRI 施行。 

「腫瘍は、喉頭蓋内の喉頭軟骨を巻き込んで、舌骨の上下、披裂喉頭蓋ひだまで進展

しています。右内深頸リンパ節に転移と考えられる 10mm 径の腫大を複数認めま

す。」 

2023 年6 月22 日 生検結果 「Squamous cell carcinoma」。 

 舌骨喉頭蓋原発の喉頭癌の診断で、喉頭全摘出術後、化学放射線療法を行う旨、 

本人と家族に説明。 

2023 年7 月10 日 治療目的に入院。 

2023 年7 月11 日 喉頭全摘術、両頸部郭清術を施行。 

2023 年7 月18 日 化学療法開始。 

2023 年7 月27 日 放射線療法開始。 

2023 年8 月7 日 経過良好の為、退院。 

 

【病理報告】 

Squamous cell carcinoma , Moderately differentiated 

腫瘍は 3×4cm の中分化扁平上皮癌で、舌骨下喉頭蓋を主部として、右披裂喉頭蓋ひだ、舌骨上喉頭蓋

へ拡がっています。また右梨状陥凹内壁への浸潤を認めた。周囲の結合組織への進展は認めず、腫瘍の

断端も陰性です。 

郭清リンパ節（4/13、最大径12mm）  左上内深頸 1/7、右上内深頸 3/6  節外浸潤は認めません。 
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＜症例 ５＞ 67 歳 女性 

 

【現病歴】 

2019 年5 月終わりからのどの違和感を自覚。6 月25 日自施設受診。中咽頭後壁に腫瘤を認め、 

6 月28 日生検施行。生検結果「Squamous cell carcinoma, p16 陰性」。CT、MRI 検査から腫瘍径15mm。 

周囲への進展なし。リンパ節腫大なし。中咽頭癌と診断し、本人・家族に説明。7 月16 日放射線療法開始。 

7 クール終了後、腫瘍はほぼ消失と判断され、以後経過観察を行っている。 

 

【経過】 

2023 年6 月30 日 定期フォローのため受診。 

 舌根部にびらん性病変を認め、生検施行。 

2023 年7 月7 日 生検結果 『Squamous cell carcinoma, p16 陰性』 

2023 年7 月13 日 頭頸部CT、MRI 施行。 

 「腫瘍は 20mm×30mm 径。腫瘍は喉頭蓋谷から喉頭蓋舌面まで進展している。左頸

部リンパ節に転移と考える最大径10mm の腫大を複数認めます。」 

 舌根部癌で手術、術後化学放射線療法を行う旨、本人と家族に説明された。 

2023 年7 月27 日 手術目的で入院。 

2023 年7 月28 日 喉頭全摘術、頸部リンパ節郭清術施行。 

2023 年8 月8 日 化学放射線療法開始。 

2023 年8 月19 日 経過良好にて退院。 

 

【病理報告】 

Squamous cell carcinoma, HPV-negative 

腫瘍は 30mm×40mm（浸潤径20mm×25mm）の浸潤がん。舌根部から喉頭蓋谷、喉頭蓋舌面に拡がって

いる。断端陰性。 

郭清リンパ節 （5/14、 最大径10mm）：左深頸部リンパ節 3/5、右深頸部リンパ節 0/5、左顎下リンパ節

1/2、オトガイリンパ節1/2 
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＜症例 ６＞ 67 歳 男性 

 

【現病歴】 

口蓋垂のただれを主訴に 2023 年6 月20 日M 病院受診。硬口蓋と口蓋垂に病変を指摘され、 

精査目的に当院紹介。 

 

【経過】 

2023 年6 月27 日 当院初診。 

 左上頸部にリンパ節腫大を認める。 

 硬口蓋に 10×10mm の表在性病変、口蓋垂に 15×20mm のびらん性病変が 

 見られ、生検施行。 

2023 年6 月30 日 頭頸部MRI 施行。硬口蓋に 10×10mm、口蓋垂に 15×20mm の腫瘍。 

 硬口蓋の腫瘍は間質への浸潤を認めず、上皮内癌と考える。 

 口蓋垂部分は周囲への進展は認めない。頸部リンパ節の腫大なし。 

2023 年7 月4 日 生検結果「硬口蓋：Squamous cell carcinoma in situ」、 

 「口蓋垂：Squamous cell carcinoma, p16 陰性」。 

 硬口蓋と口蓋垂にそれぞれ別の癌が見つかったこと、硬口蓋の腫瘍には 

 放射線療法、口蓋垂の腫瘍は切除術を行うこと、口蓋垂の治療を先行して行う 

 ことを本人と家族に説明。 

2023 年7 月20 日 治療目的に入院。 

2023 年7 月21 日 口蓋垂切除術。 

2023 年8 月10 日 経過良好の為、退院。 

 

【病理報告】 

Squamous cell carcinoma, well differentiated, HPV-negative 

口蓋垂の腫瘍は、15×10×8mm の高分化扁平上皮癌。断端陰性。 
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